
 設計する際のポイントをご紹介します

階段の整備ポイント　　　p.10

エレベーターの整備ポイント　　　p.12

直角路の整備ポイント　　　p.14

 区民のみなさんの意見をもとに整備を行いました

子どもと安心して利用できる図書館　　　p.4

探してみて！　小さなユニバーサルデザインの工夫いろいろ　　　p.8

練馬区

イラスト：おおば みお



2 3

区民意見聴取事業

ユニバーサルデザイン＊1の
建物・公園をつくるには？

意見聴取事業の流れ

意見聴取

意見を集約し、設計に反映させる

施設整備

完成後の検証

検証結果のまとめ

次の整備への反映

練馬区では、だれもが等しく社会参加する機会を確保し、安心して快適に暮

らし続けることができる地域社会の実現を目指して、平成 22 年 10 月に練馬

区福祉のまちづくり推進条例を施行しました。この条例では、一定規模以上の

区立施設の建築および区立公園の新設の際にバリアフリー＊2 に関する区民意

見を聴取する規定が設けられました。区民の意見を聴取し、設計に反映させる

ことにより、高齢者や障害者、子育て世代等、だれもが使いやすい施設等の整

備を目指しています。

私たちのまちには、年齢や性別、能力や生活状況
等から、様々なニーズのある人が暮らしています。
高齢者、障害者、子育て世代等、すべての人が地域
の一員として自由に社会参加ができるためには、身
近な建物や公園をさらに使いやすく改善していかな
ければなりません。

そのためには、法令で決められた整備基準に従うだ
けではなく、実際に使う人の特性やニーズを理解し
て設計、整備することがとても大切です。

使う人への理解不足から、あと数センチ足りなくて
設備に手が届かないというような残念な結果も起こり
えます。また、ある障害の方には必要なことが、他の
障害の方にはバリアになることも少なくありません。

すべての人に利用しやすい環境づくりは決して容
易ではありませんが、多様なニーズを知るところか
ら始めてみましょう。

本冊子で紹介する「区民の声を設計に活かした整
備の事例」が、ユニバーサルデザインのまちづくり
に携わるみなさんの計画・設計のヒントになること
を期待しています。

●本冊子の構成

　本冊子は、「区民意見聴取事業」の中でいただいた区民

の声を紹介しながら、区立施設等のユニバーサルデザイン

整備事例をまとめたものです。あわせて、資料編として設

計のポイントを掲載しています。

【凡例】 参加者からの評価

参加者からの提案
もうひと工夫で、さらによくなるという
ご意見は、今後の整備に活かします。

●  対象施設や類似施設の
　見学・話し合い

【参加者】
・福祉のまちづくりサポーター等
・区の関係部署、設計者、
  ＵＤ推進ひろば
　（みどりのまちづくりセンター）

【参加者】
・意見聴取に参加した区民
・区の関係部署、設計者、
  ＵＤ推進ひろば

●  意見の内容を整理
●  設計へどう反映できるか検討

●  対象施設の見学・確認、話し合い

●  反映した結果への評価
  （良かったこと、不足していること）
●  完成後にはじめて気づいたこと
●  関係部署への報告

だれもが使いやすい施設等の整備を進めています

練馬区福祉のまちづくりの推進に係る

ベビーカー平均サイズ（開いた時）＊1 ユニバーサルデザイン（ＵＤ）：障壁の除去にとどまらず、能
力の違い、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利用し
やすいように、あらかじめ都市や生活環境をデザインする考え方。

＊2 バリアフリー：高齢者、障害者等が社会生活をしていくう
えで障壁（バリア）となるものを除去（フリー）すること。物理的、
社会的、制度的、心理的な障壁、情報面での障壁等すべての障壁
を除去するという考え方。

ベビーカーは日本のＳＧ基準（安全基準）でＡ型、Ｂ型が定めら
れていますが、この他、２人乗り用、バギー型、インポート型等デ
ザインも大きさも多種多様です。

また、たくさんの荷物をベビーカーにつり下げていたり、乗って
いる子どもの手や足がはみ出したりする等の状況も想定されます。

ベビーカーユーザーが利用する空間を計画する際は、ベビーカーサイズよりも
大きくスペースをとり、余裕をもたせる必要があります。

ベビーカーと間違えやすいものに、子ども用
車いす（福祉バギー）があります。これは、病
気や障害のある子どもが利用するもので、重量
もあり折りたたむことが困難です。

子ども用車いすのマーク例
（一般社団法人 mina family）

ベビーカーの種類と寸法

A型ベビーカー両対面

２人乗り（縦型）

２人乗り（横型）

B型ベビーカー

３輪バギー

A型ベビーカー背面

2016 年  みどりのまちづくりセンター  ウェブ調査

※ 図表中の n は標本数
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少ない力で開閉できる大型折りたたみベッドをだ
れでもトイレ内に設置。車いす使用者や介助者が利
用しやすいように十分なスペースをとりました。

施設の老朽化への対応や図書館としての機能充実に加え、子どもや保護者の視点に立ったサービスの充実

を目的に、大規模改修を実施。改修を計画するにあたっては、障害のある方のほか、子育て世代にも意見を

うかがい、落ち着ける授乳室や、子どものいたずらを防止するベビーチェアの設置位置等について、提案を

いただき実現させました。

子どもと安心して利用できる図書館

大型折りたたみベッドの設置

子どもだけでなく、大人も着替え
やおむつ替えをしたい。

トイレトレーニング中の小さな子どもでも
使えるトイレがほしい。

子ども用のトイレ設備

関町図書館（平成29年度）

大型ベッドがあるのはとてもよい。（車いす・手動）

荷物置きにも使えて便利。（子育て）

大型折りたたみベッドを開いた状態のだれでもトイレ内

おはなしコーナー

だれでもトイレに置かれた子ども用の補助便座

子ども用の補助便座

小さな便座があると、助かる。（子育て）

子ども用の小便器は、男の子の母親に
とって嬉しい。（子育て）

練馬区関町南３丁目１１ー２

敷地面積　2,000．10 ㎡
延床面積　1,552．85 ㎡

平成 29 年 3 月

平成 27 年 12 月

だれでもトイレ・一般トイレ・授乳室

施設概要

すべてのトイレに子ども用の補助便座を備品として用意。
また、１階女子トイレには、子ども用の小便器を設置しました。

図書館の大規模改修事例

1F平面図
2F 平面図

所在地

規模

竣工時期

意見聴取時期

主な整備

左：ついたてで仕切られた子ども用の小便器
右：高さの違う洗面台
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男子トイレにベビーベッド
やベビーチェアがあると、
パパに子どもを預けること
もできる。（子育て）

ベビーチェアをすべてのブース内に、また、ベビーベッド
を男子トイレと女子トイレにそれぞれ設けました。

すべてのトイレにベビー用設備を設置

ママだけでなくパパやおじいちゃんも、子どもと一緒に
トイレに入ったりおむつ替えをしたい。

問題なくたどって案内カウンターまで行けるため、
おおむねよい。（視覚障害・弱視）

いたずらをしたくなるも
のから離れていて安心。

（子育て）

道路からカウンターまで点字ブロックを敷設しました。
また、建物の入口の位置を知らせる音声誘導装置を設置しました。

※ 1 視覚障害者誘導用ブロック

ベビーチェアをドアの鍵や操作ボタンから離れた場所に
配置しました。

案内カウンターまで点字ブロック※ 1 を整備

子どもの手が鍵に届かない、レイアウトの工夫

スタッフのいる場所が分かるようにしてほしい。

子どもをベビーチェアに座らせると、
鍵をいたずらして開けてしまわないか心配。

授乳室の存在自体がありがたい、
友人と来た際は、いすを１つ足し
てもらう等、ソフト面でもフォロー
してもらった。（子育て）

おむつ台、荷物置場もあって、便利。
（子育て）

終点を示す警告ブロック※２はカウンターのある方
向も分かるように、配置の工夫をしてほしい。

（視覚障害・全盲）

※２  注意喚起のための点状の突起がある点字ブロックの種類

落ち着ける個室の授乳室を新たに設けました。内部をカーテン
で仕切り、家族や友人等との複数人利用も可能にしました。

ベビーベッドやシンク、荷物置きとして使えるサイドテーブル
を設置しました。

授乳室の中の様子 授乳室のいす

カウンター

関町図書館図書館の大規模改修事例

ひとの目を気にしない静かなところで
授乳したい。

鍵から離れた場所にベビーチェアを配置ブース平面図（２階女子トイレ）

施錠ができる授乳室を新設

警告ブロック 改修にあたっては、点字ブロックを実際に並べて、
敷設位置の検討をしました。「本を借りる方の列にぶ
つかりたくない」「スタッフに見つけてもらえる位置
まで辿り着ければよい」という意見をいただき、位置
を決めました。

鍵

１階トイレ平面図

だれでも
トイレ

女子トイレ
男子トイレ

掃除用具
倉庫

… ベビーチェア … ベビーベッド



8 9

出入口の近くにベンチがあり、通りすがり
に休憩がしやすい。（高齢者）

わずかな隙間に車輪やキャスター、杖がはまり
やすいので、隙間を埋めてあるのは、ありがたい。

（車いす・電動）

園路幅を一部ひろげ、車いすやベビーカー
と一緒に並んで座れるベンチを、複数設置
しました。そのうち２つは、出入口からア
クセスのしやすい場所としました。

高齢者が立ち上がりやすいように、背も
たれがあって、手すりがしっかりしたもの
を選びました。

排水溝と路面の隙間による段差を解消しました。
また、排水溝の溝の間隔を狭くして、車いすの車
輪や杖等がはまらない構造としました。

探してみて！
小さなユニバーサルデザインの工夫いろいろ

ベンチの種類や配置の工夫

路面仕上げの工夫

買物の行き帰り等の疲れた時に、ひと休みできる場所がほしい。

ちょっとした段差や溝でも、転倒しそうで心配。

背もたれのあるベンチ（西大泉こさくっぱら緑地）

園路沿いの排水溝（いずみの里公園）下足入れ横の手すりとベンチ（桜台地区区民館）

玄関脇のベビーカー置場（桜台地区区民館） 屋内でスペースもゆったりしている。（子育て）

開閉時間も長く、操作ボタンが大き
くて使いやすい。

（車いす・電動）

操作ボタンの階数文字が浮き出てい
て、点字も併記されているのでよい。

（視覚障害・弱視）

靴の脱ぎ履き用の腰かけの高さ、素
材がよい。（高齢者）

置き場所に困りがちなベビーカーの専用ス
ペースを確保。点字ブロックに干渉しないよう
に配慮しました。

操作ボタンは浮き出し文字にして、大き
くわかりやすいものとし、点字もつけまし
た。また、到着階を音声で知らせ、視覚障
害者にも情報が伝わるようにしました。

下足入れ横には、手すりとベンチ
を、段差部にはすりつけ板を設置し
ました。

べビーカー置場の工夫

操作や案内の工夫

玄関まわりの工夫

じゃまにならないように、
ベビーカーを置いておきたいなぁ。

ひとりでエレベーターを使うのは心配。

現在階を表示

点字ブロックに干渉しない

立ったまま、靴を脱いだり履いたりするのはキツイなぁ。

これまでの整備事例

エレベーター内の車いす使用者対応操作盤（旭町地域集会所）

区民意見聴取事業でいただいた区民のみなさんの意見を整備に取り入れています。

出入口部分のすりつけ板が色合いで
段差があるように見える。

（車いす・電動）

点字

浮き出し
文字

手すり

すりつけ板をつけ、段差を解消

ベンチ

園路から
奥まって設置

手すり

背もたれ

車いすやベビーカー
の入れるスペース

車いすの車輪
や杖先よりも
狭い溝の間隔

隙間を埋めて段差を解消



正しい位置

警告ブロック
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階段の整備ポイント

資料編１

階段は、移動等円滑化経路等に含まれませんが、

利用者の視点に立って整備することで、子ども

や高齢者、視覚障害者等がより安全に利用でき

るようになります。

昇降しやすい階段の形状は、下図のとおりです。

疲れたときに小休憩ができるように、階段の途

中に踊り場を設けることも重要です。

蹴上 18 ㎝以下、踏面 26 ㎝以上とします※１。

小規模な施設等でこの寸法が困難な場合は、以下

の目安を参考にしてください。

練馬区福祉のまちづくり推進条例整備基準
（建築基準法と異なるので注意）

昇り（降り）きるところまで
両側手すりをのばす

手すりは、片麻痺の方等が安全に利用できるよう、

両側に設置します。階段を昇り（または降り）きるま

で確実に手すりに体重がかけられるよう、段鼻から 45

㎝以上確保することが重要です。

昇り口の斜め部分は、一段分手前からと

する（図１）

端部から段鼻の位置まで 45cm 以上確保

する（図１, ２）

踊り場を含め、階段の両側に連続させる

図１：昇り口での手すりの設置（位置・寸法）

図３：手すりの端部と点字表示

図２：降り口での手すりの設置（位置・寸法）

参考例

失敗例 １ 失敗例 ２

失敗例

蹴込みがあると上りやすいが、
深すぎるとつまずきの原因に
なる

＊

点字プレートの天地が
逆。正しくは、点字表
示が壁側となる。

誤った位置に表示されている
ため、階段を数段利用した後
に気がつく。位置が悪い。

蹴込み：２㎝以下

蹴上：R
18cm 以下

踏面：T
26cm 以上

ふみづら

けあげ

段鼻は
突き出さない

45cm 以上
（斜めの部分を含む）：L1

手すりの端は、
一段分手前から

降り口には必ず水平部を
設け、昇り口よりも水平
部の長さを確保する

L ２ ≧ L １

点字（案内）プレート 階段室全体の配色計画

階段の手すり水平部（階段手前の警告ブロック直上

位置）に階数や行き先等を点字と墨字で表示し、視覚

障害者が階段の昇降前にその存在に気づき、安全に点

字の内容を確認できるようにします。

また、墨字を併記することで、一般の方にも表示内

容が分かるだけではなく、天地を誤って貼る等のミス

を防ぐことができます。

階段を見下ろしたときに、段の縁が判別しに

くいと危険です。

弱視者や高齢者等が視認しやすいよう段鼻と

床の色にコントラストをつけます。また、手すり、

階段の壁、床の色を変えるとより効果的です。

ただし、平坦部に段があるように錯覚させる

配色・素材とならないよう、注意しましょう。

段が認識しやすいように段鼻と床の色に

コントラストをつける

手すり、階段の壁、床の色を変える

平坦部の一部が階段と同じ床材だと、段がある
と錯覚させるので、転倒の原因となりやすい

　 安全な階段勾配の目安（計算式）
55cm ≦ 2R ＋ T ≦ 65cm　勾配：R/T ≦ 6/7

手すり端部から段鼻まで：L ２
45cm 以上

壁面側又は下向きに巻き込む

点字表示

点字表示 墨字表示

墨字表示

＊ JIS T 0921 参照

けこ

墨字※２を併記し、表示ミスを防ぐ（図３）

表示内容は、現在位置と上下階の情報

階段の警告ブロックの直上位置（図４）

※２ 視覚障害者の使用する点字に対し、
点字ではない文字のこと

図４：点字プレートの設置

つまずきの
原因になる

※１

手すりを２段設置する場合は、 
上段に点字プレートをつける
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車いす使用者のエレベーターの降り方

車いす使用者もエレベーターに乗り込むと、降り口が正面とな

るように方向転換をします＊。しかし、かごの大きさや混雑状

況によっては、かご内で方向転換ができないため、鏡で出入口

付近を確認しつつ、後ろ向きに降りることがあります（図１）。

このため、歩行者と接触しないようエレベーターを後退させる

等、通路と乗降スペースを十分に確保します。（図２）。

＊ 一般的なエレベーターの場合。ドアが 2 か所ある貫通型エレベー
ターは、方向転換する必要はありません。

図１ 車いす使用者のエレベーターの降り方
図２ エレベーターの後退による乗降スペースの確保

ミニコラム

エレベーターの

整備ポイント

資料編２

エレベーターは、車いす使用者等の移動困難者

が、上下移動をするために欠くことができない

設備です。

一方で、その便利さから利用者が集中し、移動

困難者が利用しにくくなるという問題も起こっ

ています。設置にあたっては、必要な方が利用

しにくくならないよう、施設規模や利用者の属

性・人数等を踏まえ、エレベーターのかごの大

きさ、設置数、配置を計画することが重要です。

また、優先エレベーターを設けることや、近く

のエレベーターやエスカレーターの位置を案内

する等、運用の工夫も大切です。

乗降スペース

エレベーター前には、乗降スペースとして 150

× 150 ㎝以上の空間を設けます。乗降スペースは、

車いすやベビーカー等が、かごの到着を待ったり、

エレベーターから降りた際に方向転換するために

利用します（コラム参照）。このため、扉や呼出し

ボタンの周りにものが置いてあると、車いす使用

者等の方向転換や呼出しボタンを押す際の妨げと

なります。

エレベーター前には 150 × 150 ㎝以上の
段差や勾配がない十分なスペースを確保

乗降スペースや呼出しボタンの周りには、
物を置かない

参考例

車いす使用者への配慮（かご内）

車いす使用者対応操作盤：かご内側面の中心

位置に設置。一番上にある操作ボタンが床上

110cm を超えないようにする。非常呼出しボ

タンとドア開閉ボタンは、高さ 100cm 程度

の位置とする。

鏡：車いす使用者が後ろ向きで降りる際に車い

すの後方を確認するためのもの。車いす使用者

の目の高さから、出入口付近の床が見えるよう、

下端は床上 40 ㎝程度とする。

操作ボタン：点字だけではなく、弱視者に配慮

してコントラストをつけたり、全盲者に対応が

できる浮き出し文字のボタンにする等の工夫を

する。また、ボタンの応答が音や押した感覚で

も分かるものが望ましい。点字を読んでいる際

に、誤って押さないよう感知式のものは避ける。

音・音声案内：操作ボタンが分かっても、エレ

ベーターが到着したことや昇降方向、到着階が

分からないと利用できないため、これらを知ら

せる音や音声案内をつける。

①

①

②

②

操作盤は側面中心に設置
操作ボタンは床上 110 ㎝を越えない
鏡の下端位置は床上 40 ㎝程度が望ましい

視覚障害者への配慮

操作ボタンは点字をつけ、浮き出し文字
とする
かごの到着を知らせる音案内
昇降方向や到着階を知らせる音声案内

車いす用の操作盤
が扉側によってい
るため、体を大き
くひねらないと届
かない

鏡 の 位 置 が 高 く、
足元まで見えない .

後ろ向きで転回
するための十分
な空間を確保

進行方向

乗降
スペース通路 通路

乗降
スペースEV

EV

乗る人の待機場所
を想定し、広くとる

鏡 で 出 入 口
付近を確認

10 階です。
ドアが開きます。

１

２
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車いす使用者が、直角路の通過に必要な最小

動作空間は、以下のようになります。あくまで

も最小寸法であり、車いすの種類や寸法、車い

す使用者の運転技術等によっては、この寸法で

は曲がれない場合や何度も切りかえしが必要と

なる場合があります。

直角路の整備ポイント

資料編３

狭い通路

車いすで直角路を曲がる際は、直進す
る場合と比べて、より広い幅員が必要

面取りや隅切り等により空間を広げる

直角路の通過の最小動作空間（手動車いす）

直角路の通過（屋外用）の最小動作空間（電動車いす）

出典：高齢者、障害者等の円滑な移動等に
配慮した建築設計標準（編集 国土交通省）

出典：介護用住宅計画ノート
（http://www.hm.aitai.ne.jp/~saiyuki/kaigo/rouka.htm）

練馬区福祉のまちづくりの推進に係る区民意見聴取事業の
これまでの実績（平成 20 年度〜30 年度　試行事業も含む）

平成

　年度

年度

施設名
　年度 　年度 　年度 　年度 　年度 　年度 　年度 　年度 　年度 　年度

石神井台敬老館

改修

改築

大規模改修

大規模改修

大規模改修

大規模改修

大規模改修

改修

大規模改修 検証聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

検証

新築

新築

改築

改築

改築

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

改築

改築

改築

検証

検証

検証

検証

検証

検証

検証

検証

南大泉地域集会所

向山庭園

しらゆり荘

Ｃｏｃｏｎｅｒｉ ココネリ

豊玉第二中学校

谷原中学校（トイレ改修）

桜台地区区民館

開進第四中学校

旭町地域集会所

下石神井小学校

高松地区区民館

石神井東中学校（体育館）

大泉東小学校

関町図書館

富士見台地区区民館

大泉西中学校

石神井松の風文化公園

こどもの森

土支田の森公園

西大泉こさくっぱら緑地

中里郷土の森

清水山の森

（仮称）練馬総合運動場公園

土支田けやき公園

いずみの里公園

計 32 ヶ所（建築物 20 ヶ所、公園・緑地 12 ヶ所）

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

※ 施設名は平成３１年３月現在

検証

検証

検証

検証

石神井小学校

北保健相談所

関町北小学校

改築

改築

新築

聴取

聴取

聴取

さくら運動公園［テニスコート部分］

希望ヶ丘公園 第２期

（仮称）上石神井三丁目公園

新設

新設

改修 聴取

聴取

聴取

29 30

車いすで直角路を曲がる際は、直進する場合と

比べて、より広いスペースが必要です。やむを得

ず通路幅が広くとれない場合は、直角路の出隅壁

に面取りや隅切りをして、車いすで曲がりやすい

ようにします。

出隅壁が支障となり、
何度も切りかえさない
と曲がれない

隅切りした通路

建
　
築

　
物

公 

園
・
緑 

地

隅切りをすると、
曲がりやすい



みんなが使いやすい
建物・公園をつくろう！
ユニバーサルデザインの整備事例と

設計のヒント集３

発行日：	 平成31 年(2019 年) 3 月
発行：	 練馬区 都市整備部 建築課 
編集：	 （公財）練馬区環境まちづくり公社　みどりのまちづくりセンター内
	 ユニバーサルデザイン推進ひろば
問合せ：	 練馬区 都市整備部 建築課 
	 TEL： 03-5984-1649   FAX : 03-5984-1225

ユニバーサルデザイン推進ひろばは、みんながもっとワクワク

しながら出かけられる“ねりま”になるために、区民・事業者

の皆さんの「出会い」「学び」「行動」のお手伝いをしています。

（公財）練馬区環境まちづくり公社
みどりのまちづくりセンター内
住所：練馬区豊玉北 5-29-8 練馬センタービル 3F
　　　平日 9:00 〜 17:00
電話：03-3993-5451

ユニバーサルデザイン推進ひろばに遊びに来てください！

ユニバーサルデザイン推進ひろば

この冊子のテキストデータ版をご希望の方は、みどりのまちづくりセンターまでお知らせください。

ユニバーサルデザインやバリアフリーのまちづく

りに関する相談、資料の閲覧や貸出、ユニバーサ

ルデザイン製品の展示を行っています。お気軽に

お立ち寄りください！
貸出できる

ものも

あります！

「ボッチャ」の
ボール

こんなものがあります

点字ラベル
プリンター

点字器
妊婦疑似体験
キット

振動する
目覚まし時計

車いす

建物や公園を設計する際に参考になる考え方や、整備事例等の図解や事例が掲載されています。

【URL】http://www.mlit.go.jp/
jutakukentiku/jutakukentiku_house_
fr_000049.html

【販売場所】
練馬区役所西庁舎 1 階　区民情報ひろば

【URL】http://www.mlit.go.jp/
common/000224238.pdf

【配布場所】
練馬区役所本庁舎 15 階　都市整備部建築課
福祉のまちづくり係

バリアフリー・ユニバーサルデザインの
建物・公園の設計に関する参考図書

高齢者、障害者等の

円滑な移動等に配慮した

建築設計標準

練馬区福祉のまちづくり推進条例

施設整備マニュアル【建築物】

都市公園の移動等円滑化整備

ガイドライン（改訂版）

公共施設へのアクセスルート

ユニバーサルデザインガイドライン


